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オートファジーの分子機構と膜動態A01 計画

yeast

酵母・無細胞系を用いた
オートファジー関連因子の分子機能の解明
なか  と   がわ   ひとし
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オートファジーの過程における最大の特徴は、分解すべきものを隔離しリソソー
ム／液胞に輸送するための二重膜胞「オートファゴソーム」の形成にある。オート
ファゴソームの形成機構の研究は、出芽酵母での Atg タンパク質群の同定を機に大
きく進展したが、これらがどのようにしてオートファゴソームの膜形成を駆動する
のか、そのメカニズムは未だ不明である。その理由として、(i) Atg タンパク質の分
子機能の理解が不十分である、(ii) Atg タンパク質の作用の対象となる「オートファ
ゴソーム膜前駆体」に関する情報が欠如している、(iii) Atg タンパク質以外の必要因
子の同定・解析が後れていることが挙げられる。本研究では、これら問題を解決し、
オートファゴソーム形成の根底にある膜動態と分子機構の理解を大きく前進させる
ことを目的とする。分子機構の研究に優れる出芽酵母を用い、また無細胞系を駆使
して、私たちが最近同定した「膜の前駆体」の実体を明らかにし、その形成と伸張
のメカニズムを解明する。さらに、機能未知の Atg タンパク質および新規関連因子
の機能を解明し、膜形成の過程における具体的な役割を明らかにする。
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